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【公開番号】特開2012-7609(P2012-7609A)
【公開日】平成24年1月12日(2012.1.12)
【年通号数】公開・登録公報2012-002
【出願番号】特願2011-130779(P2011-130779)
【国際特許分類】
   Ｆ０１Ｄ   3/04     (2006.01)
   Ｆ０１Ｄ  25/16     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ０１Ｄ   3/04    　　　　
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【手続補正書】
【提出日】平成26年6月5日(2014.6.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　回転シャフト（９８）を有する蒸気タービンシステム（９０）の正味スラストを制御す
るシステム（１０２）であって、
　タービンセクション（９２）において前記回転シャフト（９８）のステップ部分（１１
０）に隣接した、前記回転シャフト（９８）に対してシールするための能動引込式シール
（ＡＲＳ）（１１４）と、
　前記タービンセクション（９２）の第１の段（１２２）を前記ＡＲＳ（１１４）の上流
側のパッキン区域（１２４）に流体結合する第１のリークオフライン（１２０）であって
、第１の制御弁（Ｖ１）と第２の制御弁（Ｖ２）とを含む第１のリークオフライン（１２
０）と、
　第１の段（１２２）の後に続く前記タービンセクション（９２）の第２の段（１３２）
を前記ステップ部分（１１０）の直ぐ上流側のステップ区域（１３４）に流体結合する第
２のリークオフライン（１３０）であって、第３の制御弁（Ｖ３）を含む第２のリークオ
フライン（１３０）と、
　第１のリークオフライン（１２０）を第２のリークオフライン（１３０）に流体結合す
る接続ライン（１４０）であって、該接続ライン（１４０）が、第３の制御弁（Ｖ３）の
下流で第２のリークオフライン（１３０）に結合しているとともに、第１の制御弁（Ｖ１
）と第２の制御弁（Ｖ２）の間で第１のリークオフライン（１２０）に結合しており、第
４の制御弁（Ｖ４）を含む接続ライン（１４０）と、
　前記ステップ部分（１１０）に作用するスラスト圧力を調節することによって前記制御
弁（Ｖ１、Ｖ２、Ｖ３、Ｖ４）を能動的に制御し正味スラストを制御するように構成され
たコントローラ（１５０）と
を備えるシステム（１０２）。
【請求項２】
　前記コントローラ（１５０）が更に、極端なスラスト作動条件又は過酷な作動条件のう
ちの少なくとも１つの間に前記ＡＲＳ（１１４）の引き込みを可能にしながら、前記ステ
ップ部分（１１０）に作用するスラスト圧力を調節することによって前記制御弁（Ｖ１、
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Ｖ２、Ｖ３、Ｖ４）を能動的に制御し正味スラストを制御するように構成される、請求項
１記載のシステム（１０２）。
【請求項３】
　前記極端なスラスト作動条件が、最大蒸気圧力、蒸気タービンシステム（９０）からの
蒸気抽出、及び蒸気放出からなる群から選択され、前記過酷な作動条件が、前記蒸気ター
ビンシステム（９０）の始動、前記蒸気タービンシステム（９０）のシャットダウン、熱
的過渡特性（９０）、及び前記蒸気タービンシステム（９０）のトリップ事象からなる群
から選択される、請求項２記載のシステム（１０２）。
【請求項４】
　極端でないスラストで過酷でない定常状態作動条件において、前記コントローラ（１５
０）が、第１、第２及び第３の制御弁（Ｖ１、Ｖ２、Ｖ３）を開放し、第４の制御弁（Ｖ
４）を閉鎖する、請求項２記載のシステム（１０２）。
【請求項５】
　極端でないスラストで過酷な作動条件の発生に応答して、前記コントローラ（１５０）
が、第１の制御弁（Ｖ１）を閉鎖し、第２、第３及び第４の制御弁（Ｖ２、Ｖ３、Ｖ４）
を開放する、請求項４記載のシステム（１０２）。
【請求項６】
　極端なスラストで且つ定常状態作動条件において、前記コントローラ（１５０）が、第
１及び第４の制御弁（Ｖ１、Ｖ４）を開放し、第２及び第３の制御弁（Ｖ２、Ｖ３）を閉
鎖する、請求項２記載のシステム（１０２）。
【請求項７】
　極端なスラストで且つ過酷な作動条件の発生に応答して、前記コントローラ（１５０）
が、第１、第２及び第４の制御弁（Ｖ１、Ｖ２、Ｖ４）を開放し、第３の制御弁（Ｖ３）
を閉鎖する、請求項６記載のシステム（１０２）。
【請求項８】
　前記ステップ部分（１１０）のサイズが、前記極端なスラスト作動条件中に必要な相殺
スラストの量に基づいている、請求項１記載のシステム（１０２）。
【請求項９】
　前記回転シャフト（９８）によって作用される正味スラストを受けるよう位置付けられ
たスラスト軸受（１００）を更に備える、請求項１記載のシステム（１０２）。
【請求項１０】
　前記タービンセクションが高圧（ＨＰ）タービンセクション（９２）を含み、前記スラ
スト軸受（１００）が、前記蒸気タービンシステム（９０）の高圧（ＨＰ）タービンセク
ション（９２）と、低圧（ＬＰ）タービンセクション（９６）及び中圧（ＩＰ）タービン
セクション（９４）のうちの少なくとも１つとの間に位置付けられる、請求項９記載のシ
ステム（１０２）。
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